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■村上信夫プロフィ−ル
2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種
まき」をしながら、文化放送『日曜はが
んばらない』（毎週日曜10:00〜）、月
刊『清流』連載対談〜ときめきトーク
などで、新たな境地を開いている。各
地で『ことば磨き塾』主宰。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『嬉しいことばの種まき』『こと
ばのビタミン』（近代文藝社）『ラジオ
が好き!』（海竜社）など。趣味、将棋
（二段）。
http://murakaminobuo.com

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。

俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の

（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師
事
。

俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元

（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師
事
。

俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少

女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ
し

い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。

個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

俳
画
教
室 

月
二
回　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
簡
単
に
音
が
出

せ
る
楽
器
で
す
。

あ
な
た
も
今
日
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン。

受
講
生
募
集
�

講師  イネ・セイミ
《日本インディアンフルートサークル協会ディレクター》

ネイティブアメリカンのスピリットが感じられる
インディアンフルート,その音色はやさしく心に響きます。

1レッスン・30分4,000円　会場・半田市桐ヶ丘

申込み
お問合せ

0569-89-7127
ine.seimi. jp@gmail .com

会　 場   マツイシ楽器店
　　　　ミュージックガーデン武豊
時 　 間　隔週木曜日（月 2 回）
　　　 　10：00 〜 11：00
形　  態　グループ
会　  費　1ヶ月8,802円（入会金）5,400 円

詳しくはマツイシ楽器店本社　教室係まで
フリーダイヤル：0120-37-5576

好評
発売中

　
赤
井
さ
ん
と
の
縁

　
「
浪
速
の
ロ
ッ
キ
ー
」
と
い
わ
れ
た
赤
井

英
和
さ
ん
と
は
不
思
議
な
ご
縁
が
あ
り
、
ず

っ
と
会
い
た
か
っ
た
。 

　

僕
が
赤
井
さ
ん
に
会
い
た
い
と
思
っ
た

の
は
、
戦
国
時
代
の
武
将
、
赤
井
悪
右
衛
門

直
正
の
子
孫
だ
と
知
っ
た
か
ら
だ
。
赤
井

直
正
の
居
城
が
あ
っ
た
兵
庫
県
丹
波
市
春

日
町
黒
井
は
、
僕
の
父
の
生
ま
れ
た
と
こ

ろ
だ
。
赤
井
直
正
は
郷
土
の
誇
り
で
、
父

か
ら
何
度
も
何
度
も
話
を
聞
か
さ
れ
て
い

た
。
幼
い
こ
ろ
、
祖
母
の
家
に
遊
び
に
来

る
と
、
黒
井
城
跡
の
あ
る
城
山
に
は
、
よ

く
登
っ
た
も
の
だ
。

　

赤
井
直
正
は
一
三
回
戦
っ
て
、
一
度
も

負
け
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
あ
の
明
智

光
秀
も
撃
破
し
た
。
織
田
信
長
も
一
目
置

く
猛
将
だ
っ
た
。
赤
井
さ
ん
も
一
二
回
連

続
Ｋ
Ｏ
勝
ち
し
て
い
る
の
は
、
先
祖
の
血

が
流
れ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
ご
先
祖
さ
ん
の
お
か
げ
や
と
思
い
ま
す
。

う
ち
は
父
親
が
赤
井
家
に
婿
入
り
し
た
の

で
、
赤
井
は
母
方
な
ん
で
す
が
、
丹
波
に

は
毎
年
墓
参
り
に
行
っ
て
い
ま
す
」

　
父
か
ら
父
へ

　

対
面
し
た
日
、
赤
井

さ
ん
は
、
終
始
、
御
機

嫌
だ
っ
た
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
対

談
す
る
日
の
直
前
、
長     

.

男
の
英
五
郎
さ
ん
が
、
全

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
の

出
場
権
を
獲
得
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら

だ
。

　
「
ア
マ
日
本
一
に
な
る
可
能
性
は
？
」
と

問
う
と
、「
あ
り
ま
す
よ
」
と
言
い
切
っ
て

い
た
。
贔
屓
目
に
見
な
く
て
も
、
素
質
が

あ
る
と
い
う
。
20
歳
の
と
き
、
ボ
ク
シ
ン

グ
を
や
る
と
言
わ
れ
た
と
き
は
嬉
し
か
っ

た
と
目
尻
が
下
が
る
。
４
年
後
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
て
い
る
。
父

の
果
た
せ
な
か
っ
た
五
輪
の
夢
が
叶
う
か

も
し
れ
な
い
の
だ
。

　

息
子
も
父
の
背
中
を
見
て
、
同
じ
道
を

歩
み
始
め
た
が
、
赤
井
さ
ん
も
、
父
の
影

響
も
大
き
く
受
け
て
い
る
。
父
は
、
と
に

か
く
真
面
目
で
、
鋼
の
よ
う
に
ビ
シ
ッ
と

し
て
い
た
人
だ
っ
た
。

　

父
に
は
よ
く
「
時
間
は
守
り
な
さ
い
。

人
に
会
っ
た
ら
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
し
な

さ
い
」
と
言
わ
れ
て
育
っ
た
。
そ
の
教
え
は
、

い
ま
に
至
る
ま
で
身
に
つ
い
て
い
る
。

　
「
喧
嘩
ば
か
り
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
で
語

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
で
も
な
い
ん
で
す

よ
。
大
勢
の
人
に
自
分
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
や
っ
て
い
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
売
名

行
為
と
い
う
よ
り
、
ア
ピ
ー
ル
で
す
ね
。
何

か
に
反
発
し
て
い
る
こ
と
も
な
く
、
学
校
も

好
き
で
楽
し
か
っ
た
し
、
家
族
も
み
ん
な
仲

が
よ
か
っ
た
。
う
ち
は
漬
物
店
を
や
っ
て
い

た
の
で
、
母
親
が
夕
飯
の
支
度
を
す
る
と
き

は
、
子
ど
も
た
ち
で
店
の
片
づ
け
を
手
伝
う

の
が
当
た
り
前
で
し
た
。
外
で
や
ん
ち
ゃ
し

て
い
て
も
、
六
時
に
な
っ
た
ら
戻
っ
て
い
ま

し
た
」

　

父
は
海
軍
の
教
官
だ
っ
た
の
に
、
戦
時
中

に
は
珍
し
く
、
教
え
子
を
殴
っ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
。

　

だ
が
、
赤
井
さ
ん
は
、
一
度
だ
け
父
に
殴

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
高
校
一
年
く
ら
い
の

と
き
、
遊
ん
で
夜
中
に
帰
っ
た
ら
、
い
つ

も
は
寝
て
い
る
は
ず
の
父
が
そ
こ
に
い
た
。

　
「
お
母
ち
ゃ
ん
は
お
前
が
帰
っ
て
く
る
ま

で
心
配
で
寝
ら
れ
へ
ん
の
や
」
と
い
う
の

で
、「
だ
か
ら
い
つ
も
先
に
寝
と
け
と
い
っ

て
る
や
な
い
か
い
」
と
言
い
返
し
た
ら
、「
わ

し
は
お
母
ち
ゃ
ん
が
大
事
な
ん
や
！
そ
の

お
母
ち
ゃ
ん
を
悲
し
ま
せ
る
奴
は
い
ら
ん

の
じ
ゃ
。
出
て
け
！
」
と
殴
ら
れ
た
。

　

母
は
、
ボ
ク
サ
ー
に
な
る
こ
と
に
大
反

対
し
て
い
た
の
に
、
赤
井
さ
ん
の
新
聞
記

事
を
全
部
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
い
た
。「
実
家

に
は
ポ
ス
タ
ー
や
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
が

部
屋
中
に
飾
ら
れ
て
い
て
、
赤
井
英
和
記

念
館
み
た
い
に
な
っ
て
い
ま
す
わ
（
笑
）」。

　

赤
井
家
は
、
二
代
に
渡
っ
て
、
家
族
の

絆
が
強
く
結
ば
れ
て
い
る
。

　
役
者
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

役
者
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

阪
本
順
治
監
督
と
の
出
会
い
だ
。

　

阪
本
監
督
が
メ
ガ
ホ
ン
を
と
っ
た
映
画

『
ど
つ
い
た
る
ね
ん
』
の
主
役
を
赤
井
さ
ん

自
身
が
務
め
た
こ
と
で
、
役
者
と
し
て
の

今
が
あ
る
。
ケ
ガ
を
し
て
ボ
ク
サ
ー
と
し

て
の
道
を
断
た
れ
た
頃
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の

出
会
い
が
な
け
れ
ば
目
標
を
失
っ
た
ま
ま

自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
若
い
人
た
ち
に
は
「
最
悪
の
ピ

ン
チ
や
と
思
っ
て
も
、
あ
と
か
ら
考
え
た
ら

あ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
や
っ
た
と
わ
か
る
。
ピ
ン

チ
は
チ
ャ
ン
ス
な
ん
や
」
と
教
え
て
い
る
。

　
「
日
々
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
っ
て
き

た
こ
と
が
自
分
の
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
一
日
経
つ
ご
と
に
財
産
も
増
え
て
い

き
ま
す
。
今
日
、
こ
う
し
て
村
上
さ
ん
と
お

会
い
し
た
こ
と
で
、
ま
た
懐
が
深
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
嬉
し
い
こ
と
を
言

っ
て
く
れ
た
。

　

ど
ん
な
質
問
に
も
、
真
摯
に
丁
寧
な
口
調

で
答
え
て
く
れ
る
。
は
ぐ
ら
か
さ
な
い
。
つ

く
づ
く
大
真
面
目
な
人
な
の
だ
と
感
じ
た
。

台
本
も
、
何
度
も
読
み
返
し
、
人
の
セ
リ
フ

も
ノ
ー
ト
に
書
い
て
覚
え
、
自
分
の
セ
リ
フ

の
言
い
回
し
を
考
え
る
。

　

台
本
に
は
、
そ
の
人
の
限
ら
れ
た
部
分
し

か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で

の
人
生
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
膨
ら
ま
せ
る
努
力

を
し
て
い
る
。

　

無
骨
だ
が
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
に

惹
か
れ
る
。

村
上
信
夫

217

撮影・鶴崎燃

俳画／イネ・セイミ

　

ピ

ン

チ

は

チ

ャ

ン

ス

〜
俳
優　

赤

井

英

和
さ
ん
〜　



第 327号

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
文
化
振
興
事
業　

文
化
協
会
洋
楽
部「
洋
楽
ス
ペ
シ
ャ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅰ
」と
こ
な
め
オ
ー
タ
ム
２
０
１
６
・
五
日

㈯　

開
場　

午
後
一
時　

開
演　

同
一
時
半（
～
同
四
時
）

入
場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事
務
局　

☎

０
９
０
─
３
３
０
３
─
２
３
９
３（
皿
井
）

▼
文
化
振
興
事
業　

文
化
協
会
洋
楽
部「
洋
楽
ス
ペ
シ
ャ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
」
常
滑
市
民
吹
奏
楽
団　

第
4１
回
定

期
演
奏
会
・
六
日
㈰　

開
場　

午
後
一
時
半　

開
演　

同
二
時（
～
同
四
時
）　

入
場
無
料（
整
理
券
有
り
）　

問
合
せ　

常
滑
市
民
吹
奏
楽
団
事
務
局　

☎
０
８
０
─

３
６
７
１
─
６
５
６
０（
森
下
）

▼
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ひ
と
り
じ
め
～
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

～
・
十
三
日
㈰　

午
前
十
時
～
午
後
八
時　

入
場
料　

一
区
分　

三
十
分
千
円　

問
合
せ　

常
滑
市
民
文
化
会

館　

☎
35
─
３
１
１
１

▼
常
滑
西
小
学
校　

学
習
発
表
会
・
十
七
日
㈭　

開
場

　

午
前
九
時
十
五
分　

開
演　

同
九
時
二
十
五
分（
～
午

後
0
時
十
分
）　

児
童
の
み（
保
護
者
見
学
可
）　

問
合
せ

　

常
滑
市
立
常
滑
西
小
学
校　

☎
35
─
２
１
０
４

▼
常
滑
西
小
学
校　

学
習
発
表
会
・
十
八
日
㈮　

開
場

　

午
前
九
時
十
五
分　

開
演　

同
九
時
二
十
五
分（
～
正

午
）　

保
護
者
の
み　

問
合
せ　

常
滑
市
立
常
滑
西
小
学

校　

☎
35
─
２
１
０
４

▼
平
成
２８
年
度
・
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動　

知
多
地
区

実
践
体
験
文
表
彰
式
・
発
表
会
・
十
九
日
㈯　

開
場　

正
午　

開
演　

午
後
一
時（
～
同
三
時
半
）　

関
係
者
の
み

　

問
合
せ　

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
知
多
地
区　

推
進

協
議
会　

☎
42
─
３
９
６
５（
斎
田
）

▼
文
化
の
日
記
念「
文
化
振
興
事
業
」
２
０
１
６　

創
作

舞
踊
部
発
表
会
・
二
十
日
㈰　

開
場　

午
後
一
時
半　

開
演　

同
二
時（
～
同
四
時
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事
務
局　

☎
34
─
６
１
８
３（
平
野
）

▼
四
方
山
話
し　

第
四
弾「
ほ
ん
と
う
に
常
滑
市
は
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
か
！
」・
二
十
三
日（
水
・
祝
）　

開
場　

午
前
九
時
半　

開
演　

午
前
十
時（
～
午
後
四
時
）
入
場

無
料　

問
合
せ　

ほ
た
る
の
家
命
を
守
る
会　

☎
35
─

０
７
０
０（
中
野
）

▼
第
31
回　

国
民
文
化
祭
・
あ
い
ち
２
０
１
６　

愛
知

県
文
化
協
会
連
合
会　

知
多
部
芸
能
大
会
・
二
十
七
日

㈰　

開
場　

午
前
九
時
二
十
分　

開
演　

同
九
時
五
十
分

（
～
午
後
三
時
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化

協
会
事
務
局　

☎
35
─
２
９
２
０

▼
心
が
ふ
る
え
る
よ
う
な
感
動
を
あ
な
た
に
！　

半
田
少
年

少
女
合
唱
団
第
三
十
八
回
定
期
演
奏
会
・
十
二
月
十
一
日

㈰　

午
後
二
時　

開
演　

プ
ロ
グ
ラ
ム
①
日
本
の
歌「
故
郷
」

「
赤
と
ん
ぼ
」
他　

②
大
中
恩
の
こ
ど
も
の
世
界「
さ
っ
ち
ゃ

ん
」「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
他　

③
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
な

が
ぐ
つ
ね
こ
」　

入
場
料　

前
売
り　

四
百
円　

当
日　

五
百
円

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
平
成
28
年
度
文
化
の
日
記
念「
文
化
振
興
事
業
」　

第

66
回
新
紀
美
術
展（
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
陶
芸
）・

十
日
㈭
～
二
十
日
㈰

▼
シ
ル
バ
ー
筆
耕
ク
ラ
ブ
展（
書
）・
二
十
二
日
㈫
～
十
二

月
二
日
㈮

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
企
画
展　

重
要
文
化
財
仏
涅
槃
図
展
・
～
六
日
㈰

▼
陶
芸
研
究
所　

常
設
展
・
八
日
㈫
～
二
月
二
十
六
日

㈰◎
常
滑
市
体
育
館

▼
秋
季
市
民
剣
道
大
会
・
三
日（
木
・
祝
）

▼
全
知
多
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
六
日
㈰

▼
常
滑
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
十
三
日
㈰

▼
愛
知
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
団
体
戦
・
十
九
日

㈯▼
常
滑
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
ダ
ブ
ル
ス
戦
・
二
十
日

㈰▼
東
海
卓
球
ベ
テ
ラ
ン
大
会
・
二
十
六
日
㈯

▼
常
滑
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
二
十
七
日
㈰

◎
常
滑
市
中
央
公
民
館

▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
協
賛
公
開
講
座「Xmas 

リ
ボ

ン
ア
ー
ト
＆
ラ
ッ
ピ
ン
グ
講
座
」・
①
二
十
六
日
㈯
、②

十
二
月
十
日
㈯　

午
前
九
時
半
～
同
十
一
時
半　

内
容

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
先
駆
け
、楽
し
く
小
も
の
づ
く
り
を
学

び
ま
し
ょ
う
①
リ
ボ
ン
ア
ー
ト
でXmas

か
ざ
り
を
作
ろ

う
！
②
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
学
び
、素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
送

ろ
う
！　

講
師　

松
﨑
美
奈
子
さ
ん（
リ
ボ
ン
ク
リ
エ
ー

タ
ー
、公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ「
ぷ
ち
・
ま
じ
ょ
」
講
師
）

　

場
所　

中
央
公
民
館　

学
習
室
２（
二
階
）　

対
象　

小
学
生
以
上
の
人（
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
）　

定
員　

十
五
名（
抽
選
）
落
選
者
の
み
連
絡
し

ま
す
。連
絡
の
な
い
場
合
は
時
間
ど
お
り
に
お
越
し
く
だ

さ
い　

材
料
費　

二
千
円
／
回（
当
日
集
金
）
※
材
料
準
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（
5
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

㈤
ブ
ラ
ー
ム
ス

　
『
交
響
曲
第
４
番
』

◎
大
学
時
代
①

　

昭
和
34
年
４
月
、
私
は
憧
れ

の
京
都
大
学
文
学
部
に
入
学
し

ま
し
た
。

　

文
学
部
に
は
、
す
ぐ
れ
た
教

授
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
文
学
の
桑
原
武
夫
と
生

島
遼
一
、
ド
イ
ツ
文
学
の
大
山

定
一
、
イ
タ
リ
ア
文
学
の
野
上

素
一
、
中
国
文
学
の
吉
川
幸
次

郎
と
小
川
環
樹
、
東
洋
史
学
の

貝
塚
茂
樹
と
宮
崎
市
定
、
哲
学

の
田
中
美
知
太
郎
…
…
。

　

60
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
京
大

の
新
入
生
は
全
員
、
最
初
の
１

年
間
は
、
宇
治
に
あ
る
分
校
に

通
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
平
等
院
の
裏
手
の
民
家
に

下
宿
し
ま
し
た
。

　

宇
治
分
校
で
の
学
生
生
活

は
、
本
当
に
楽
し
い
も
の
で
し

た
。

　

同
じ
ク
ラ
ス
（
Ｌ
２
）
の
中

で
、
特
に
親
し
い
友
人
が
３
人

で
き
ま
し
た
。
松
山
の
阿
川
さ

ん
、
名
古
屋
の
鷺
谷
さ
ん
、
神

戸
の
夏
井
さ
ん
で
す
。

　

１
年
後
、
私
た
ち
は
２
回
生

に
な
り
、
今
度
は
、
京
都
の
吉

田
分
校
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

新
し
い
下
宿
と
し
て
、
私
は

京
都
の
鴨
川
沿
い
の
東
三
本
木

通
の
民
家
の
離
れ
を
借
り
ま
し

た
。
大
学
ま
で
徒
歩
で
20
分
ほ

ど
か
か
り
ま
し
た
。

　

阿
川
さ
ん
と
夏
井
さ
ん
は
吉

田
山
の
上
に
建
っ
て
い
る
下
宿

屋
に
移
り
、
鷺
谷
さ
ん
は
京
大

病
院
前
の
民
家
に
下
宿
し
ま
し

た
。

　

私
と
阿
川
さ
ん
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
が
好
き
で
し
た
。
二
人

で
、
四
条
河
原
町
と
出
町
柳
に

あ
る
音
楽
喫
茶
に
よ
く
行
き
ま

し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
と
い
っ
た
、

一
般
的
に
人
気
の
あ
る
作
曲
家

の
作
品
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
２
年
の
夏
休
み
の
こ
と

で
し
た
。
私
は
、
松
山
の
阿
川

さ
ん
の
家
に
遊
び
に
行
き
ま
し

た
。

　

２
日
目
の
朝
、
目
が
覚
め
る

と
、
阿
川
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
で
音

楽
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。ブ
ラ
ー

ム
ス
の
交
響
曲
第
４
番
で
し
た
。

全
曲
が
終
わ
る
と
、
二
人
は
、

顔
を
見
合
わ
せ
て
、「
よ
か
っ
た

な
」
と
言
い
ま
し
た
。
友
人
の

家
で
、
目
覚
め
と
同
時
に
聴
い

た
ブ
ラ
ー
ム
ス
。
私
は
す
っ
か

り
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
か
ら
、
私
は
ブ
ラ
ー

ム
ス
を
意
識
し
て
聴
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◎
ブ
ラ
ー
ム
ス

　
『
交
響
曲
第
４
番
』

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
（
１
８
３
３
～

１
８
９
７
）
は
生
涯
に
４
つ
の

交
響
曲
を
作
り
ま
し
た
。
す
べ

て
が
傑
作
で
す
が
、
第
４
番
が

最
も
ブ
ラ
ー
ム
ス
ら
し
い
作
品

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
曲
は
、
１
８
８
５
年
の
夏
、

彼
が
52
歳
の
時
に
完
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
楽
章
の
出
だ
し
を
聴
く

と
、
私
は
、
秋
風
が
吹
く
中
を
、

一
人
の
中
年
の
旅
人
が
、
田
舎

の
道
を
歩
い
て
い
る
、
寂
し
い

情
景
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
旅

人
の
右
に
は
海
が
広
が
り
、
左

に
は
紅
葉
し
た
林
が
続
き
、

時
々
、
古
び
た
農
家
が
現
れ
ま

す
。

　

第
２
楽
章
は
、
そ
の
旅
人
が
、

歩
き
な
が
ら
、過
ぎ
去
っ
た
日
々

を
回
想
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ

を
与
え
ま
す
。
苦
し
か
っ
た
時

の
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
時
の
こ

と
、
生
き
る
た
め
に
苦
闘
し
て

い
た
時
の
こ
と
、
穏
や
か
な
生

活
が
続
い
て
い
た
時
の
こ
と
、

…
…
こ
う
し
た
過
去
の
思
い
出

が
、
孤
独
な
旅
人
の
頭
の
中
を

去
来
し
ま
す
。
や
が
て
、
沈
み

が
ち
な
気
分
を
奮
い
立
た
せ
て
、

旅
人
は
決
意
し
ま
す
。

　
「
後
ろ
ば
か
り
向
い
て
い
て
は

駄
目
だ
。
前
に
進
む
の
だ
。
ま

だ
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
か
ら
、
実
り
豊
か
な
、
人
生

の
秋
が
到
来
す
る
の
だ
。
前
向

き
に
生
き
よ
う
。
俺
は
、
や
る

ぞ
！
」

　

心
の
底
に
秘
め
ら
れ
て
い
た

情
熱
が
、
第
３
楽
章
か
ら
第
４

楽
章
に
か
け
て
噴
出
し
ま
す
。

大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
押
し

寄
せ
、
そ
の
度
に
、
聴
い
て
い

る
私
の
心
を
揺
り
動
か
し
ま

す
。
気
持
ち
が
高
揚
し
て
き
て
、

私
も
叫
び
ま
す
。「
よ
ー
し
、
俺

も
、
や
る
ぞ
！
」

　

私
が
一
番
よ
く
聴
く
、
こ
の

曲
の
Ｃ
Ｄ
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ワ

ル
タ
ー
が
１
９
５
９
年
に
コ
ロ

ン
ビ
ア
交
響
楽
団
を
指
揮
し
た

も
の
で
す
。少
し
前
に
亡
く
な
っ

た
異
色
の
音
楽
評
論
家
の
宇
野

功
芳
は
、『
交
響
曲
の
名
曲
・
名

盤
』（
講
談
社
現
代
新
書
）
の

中
で
、
こ
の
ワ
ル
タ
ー
の
演
奏

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
。

　
「
ワ
ル
タ
ー
の
は
最
も
嫌
み

の
な
い
純
音
楽
的
な
美
演
で
あ

る
。
そ
の
響
き
は
澄
み
切
っ
て

透
明
で
、
す
べ
て
が
見
渡
せ
、

新
鮮
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
風
と
も
言
え
よ
う
。

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
分
厚
さ
を
求
め

る
人
に
は
、
や
や
物
足
り
な
い

か
も
知
れ
な
い
が
、
ホ
ル
ン
、

テ
ィ
ン
パ
ニ
な
ど
の
え
ぐ
り
は

深
く
、
み
ず
み
ず
し
い
歌
に
あ

ふ
れ
、
リ
ズ
ム
や
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
は
き
っ
ぱ
り
と
冴
え
、
ま
こ

と
に
立
派
だ
。
19
世
紀
生
ま
れ

の
指
揮
者
な
の
に
、
古
臭
さ
は

皆
無
だ
し
、
録
音
も
今
も
っ
て

優
れ
て
い
る
」

　

私
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響

曲
第
１
番
も
大
好
き
で
す
。

　

音
楽
家
の
芥
川
也
寸
志
が
、

死
ぬ
前
に
「
も
う
一
度
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
交
響
曲
第
１
番
が
聴
き

た
い
」
と
言
っ
た
、
と
い
う
新

聞
記
事
を
読
ん
だ
時
、
私
は
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
場
合
、
死
ぬ
時
に
聴
き

た
い
曲
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

で
す
。
偉
大
な
物
理
学
者
の
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
死
と
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
聴
け
な
く
な

る
こ
と
だ
」
と
言
い
ま
し
た
。

全
く
同
感
で
す
。

　

死
ぬ
ま
で
に
時
間
が
た
く
さ

ん
あ
れ
ば
、
交
響
曲
第
40
番
と

弦
楽
五
重
奏
曲
第
３
番
と
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
21
番
。
残
さ
れ
た

時
間
が
少
な
け
れ
ば
、
何
で
も

い
い
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ

ナ
タ
の
一
曲
。
も
う
殆
ど
時
間

が
な
い
よ
う
な
ら
、
ピ
ア
ノ
の

小
品
─
─
た
と
え
ば
、
ロ
ン
ド
・

イ
短
調
。

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
音
楽
に
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
天
才
的
な
輝

き
も
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
不

屈
の
精
神
も
感
じ
取
れ
ま
せ

ん
。
彼
の
曲
か
ら
流
れ
て
く
る

の
は
、
漠
と
し
た
憧
憬
。
屈
折

し
た
諦
観
。
付
き
ま
と
う
憂
愁
。

─
─
暗
い
け
れ
ど
、
し
か
し
、

何
と
い
う
魅
力
を
持
っ
た
音
楽

で
し
ょ
う
！

　

周
知
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ー
ム

ス
は
、
生
涯
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の

妻
の
ク
ラ
ラ
に
憧
れ
て
い
ま
し

た
。

　

彼
は
、
１
８
５
３
年
、
20
歳

の
時
に
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

の
シ
ュ
ー
マ
ン
夫
妻
を
訪
れ
ま

し
た
。
温
か
く
迎
え
入
れ
ら

れ
、
彼
は
、
そ
れ
ま
で
に
作
曲

し
て
い
た
作
品
を
二
人
に
披
露

し
ま
す
。
二
人
の
感
動
は
大
き

な
も
の
で
し
た
。
ク
ラ
ラ
は
、

日
記
に
「
神
の
手
で
送
ら
れ

て
き
た
よ
う
な
人
が
来
ま
し
た
。

彼
が
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
る
の
は
本
当
に
感

動
的
で
す
」
と
書
き
ま
し
た
。

シ
ュ
ー
マ
ン
は
、「
新
し
い
道
」

と
い
う
表
題
の
エ
ッ
セ
イ
を
書

き
、
若
き
天
才
と
し
て
世
に
紹

介
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
翌
１
８
５
４
年
、

悲
劇
が
起
こ
り
ま
す
。
シ
ュ
ー

マ
ン
が
発
狂
し
て
、
ラ
イ
ン
河

に
飛
び
込
ん
だ
の
で
す
。
幸
い
、

航
行
中
の
船
に
助
け
ら
れ
、
ボ

ン
郊
外
の
精
神
病
院
に
収
容
さ

れ
ま
す
。　

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、
ク
ラ
ラ
を

助
け
る
た
め
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
に
急
行
し
ま
す
。
そ
れ
か

ら
シ
ュ
ー
マ
ン
が
世
を
去
る
ま

で
の
２
年
半
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
住
ん
で
、

６
人
の
子
供
た
ち
の
世
話
を
し

た
り
し
て
、
ク
ラ
ラ
の
負
担
を

軽
く
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
時
に
は
、
ク
ラ

ラ
の
演
奏
旅
行
や
保
養
旅
行
に

同
伴
し
、
急
速
に
ク
ラ
ラ
と
親

密
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

１
８
９
６
年
、
ク
ラ
ラ
が
78

歳
の
高
齢
で
亡
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
翌
年
の
４
月
、
40
年
以

上
も
憧
れ
続
け
た
女
性
の
後
を

追
う
よ
う
に
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
も

こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
64
歳
で

し
た
。

（５）
杉 

本 

武 

之

私
の
出
会
っ
た
作
品

ブラームス

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（248）　
　

氏  

原  

朝  

信

昭
和
51
年
度　

三
年
三
組
の
学
級
通
信「
な
か
よ
し
」

　

子
ど
も
た
ち
に
は
文
集
「
な
か
よ
し
」
が
ど
ん
な
も
の
に
な
る
の
か
が

想
像
で
き
ず
、
な
か
な
か
協
力
し
な
い
子
が
い
ま
し
た
。
班
長
や
編
集
に

携
わ
っ
た
子
た
ち
の
苦
労
は
一
入
（
ひ
と
し
お
）
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
立
派
な
文
集
と
な
り
、
宝
物
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

Ⓐ　キャベツ（芯含めて）
　　　…………小キャベツ1／2または葉5〜6枚（みじん切りにする）
Ⓑ　塩…………少々
Ⓒ　合びき肉…200ｇ〜300g
　　卵…………１個
　　小麦粉……大さじ３〜４
　　塩…………小さじ１
　　こしょう…少々
　　ウスターソース…大さじ１
Ⓓ　油…………適宜
Ⓔ　揚げ油……適量
Ⓕ　小麦粉……大さじ２
Ⓖ　卵…………１個（溶いておく）
Ⓗ　パン粉……１〜1.5カップ

材
料

ローカロリー野菜コロッケ今話題!

４人分

❶ボールにⒶを入れⒷをふりしっかり揉む。しんなりしてきたら少し時間
を置くと水が浸み出てくる（☆）ザルに清潔な布巾を敷いて☆を包み絞り
水気をしっかり切っておく。

❷❶にⒸを加えしっかりと粘りが出るまで混ぜ合わす。
　食べやすい大きさの俵型にまとめる。（手にサラダ油Ⓓをつけるとまと
めやすい）冷蔵庫で20分冷ます。

❸Ⓔを170℃に予熱し始め❷にⒻを薄く絡め付けⒼに通してⒽを付けて、
170℃の油に入れ、サクッときつね色になるよう揚げる。

❹❸を器に盛りお好みのソースでいただきます。
　お野菜の芯ばかり集めておいて作ってもよいですね。芯が固い時は、レ
ンジで少し火を入れやわらかくしておくと扱いやすいです。くれぐれも
水気はしっかり切って下さいね!!

作
り
方

野菜の高騰が続いてますが、家族の健康を
考えて野菜嫌いのお子さんにも食べやすくしましたよ♪
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※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験

談
を
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」「
イ
ン

ド
」「
愛
知
県
」に
つ
い
て
で
す
。
物
語
が
進
行
す
る
中
で
織

り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン・Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８
代
表
）

著
書
に『
高
野
山
開
創
千
二
百
年 

い
っ

ぱ
ん
さ
ん
行
状
記
』『
心
の
遺
言
』『
あ
な

た
は
社
員
の
全
能
力
を
引
き
出
せ
ま
す

か
！
』『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』な
ど
多
数

新シリーズ ヒューマンライフ

『新・現代家庭考』 就職
─ 自 分ドラマ つくろう─ �　  岡田　清治

　

姪
の
就
職
２

　

朝
、
目
を
覚
ま
し
た
真
三
は
、
い
つ
も
よ
り
一
時
間
遅
い
こ
と
に

時
計
を
見
て
確
認
し
た
。
る
り
子
は
い
つ
も
通
り
起
き
て
朝
食
の
準

備
に
か
か
っ
て
い
た
。

「
今
日
、
裕
美
さ
ん
と
前
島
さ
ん
に
電
話
し
て
次
の
土
曜
日
、
舞
さ

ん
が
イ
ン
ド
へ
行
く
日
に
会
え
る
か
ど
う
か
話
し
て
み
る
」
と
言
い

な
が
ら
、
応
接
セ
ッ
ト
の
椅
子
に
腰
を
お
ろ
し
た
。

　

新
聞
に
目
を
通
し
て
い
る
真
三
の
と
こ
ろ
に
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー

を
お
盆
で
運
ん
で
き
た
の
で
、「
そ
れ
で
い
い
だ
ろ
う
」
と
確
認
し

た
。

「
覚
え
て
お
ら
れ
た
の
で
す
ね
」

「
そ
ら
ー
、
大
事
な
こ
と
だ
か
ら
な
」

「
昨
晩
は
飲
み
す
ぎ
た
の
で
、
忘
れ
て
い
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
」

「
会
う
の
が
楽
し
み
だ
か
ら
寝
る
前
に
し
っ
か
り
頭
に
刻
ん
だ
の

だ
よ
」

「
あ
と
一
〇
分
ほ
ど
で
朝
ご
は
ん
に
し
ま
し
ょ
う
か
」

「
わ
か
っ
た
」

　

真
三
は
朝
食
の
後
、
再
び
新
聞
を
開
き
読
み
直
し
な
が
ら
、
最
近

の
国
際
情
勢
が
気
に
も
な
っ
た
の
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
暮
ら
し

て
い
る
友
人
に
ス
カ
イ
プ
を
か
け
て
み
よ
う
と
、
書
斎
の
パ
ソ
コ
ン

の
前
に
座
っ
た
。

　

ス
カ
イ
プ
は
無
料
で
話
せ
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
の
だ
が
、
そ
の
代

償
と
し
て
個
人
情
報
や
会
話
の
内
容
が
す
べ
て
盗
ら
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
彼
は
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
で

イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
か
ら
用
心
す
る
こ
と
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

ス
カ
イ
プ
の
画
面
が
出
て
き
た
。
相
手
の
名
前
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、
話
せ
る
状
態
に
な
る
。
そ
の
前
に
相
手
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ

て
い
る
か
、
青
の
チ
ェ
ッ
ク
表
示
で
確
認
し
な
い
と
、
い
く
ら
か
け

て
も
、
つ
な
が
ら
な
い
。
し
か
も
日
本
は
朝
だ
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は

夕
方
か
ら
夜
に
向
か
う
。

　

真
三
は
時
計
を
見
る
と
午
前
八
時
過
ぎ
だ
か
ら
、
彼
の
と
こ
ろ

は
午
後
の
八
時
頃
で
約
十
二
時
間
の
時
差
が
あ
る
。
ス
カ
イ
プ
は
こ

の
時
差
を
念
頭
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
状
態
か
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
も
こ
ち
ら
が
か
け
た
時
に
相
手
も
パ
ソ
コ
ン
画
面
の

前
に
い
な
い
と
、
つ
な
が
ら
な
い
。
た
と
え
ば
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い

る
時
だ
っ
た
ら
、
い
く
ら
オ
ン
状
態
で
も
わ
か
ら
な
い
の
で
話
せ
な

い
。
こ
の
た
め
う
ま
く
つ
な
が
る
確
率
は
五
回
か
け
て
一
回
程
度
だ

か
ら
、
緊
急
の
連
絡
に
は
役
に
立
た
な
い
。

　

そ
こ
で
真
三
は
メ
ー
ル
で
「
今
な
ら
ス
カ
イ
プ
で
話
せ
る
よ
」
と

知
ら
せ
る
。
彼
は
家
に
い
る
時
は
メ
ー
ル
を
た
え
ず
見
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
方
法
で
連
絡
し
て
い
る
。
こ
れ
も
タ

イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
。
真
三
が「
今
な
ら
ス
カ
イ
プ
で
話
せ
る
よ
」と

メ
ー
ル
を
送
っ
て
い
て
も
、
部
屋
を
離
れ
て
い
る
時
に
、
彼
が
メ
ー

ル
を
読
ん
で
ス
カ
イ
プ
を
か
け
る
が
、
真
三
が
席
を
た
っ
て
か
か
ら

な
い
時
や
急
ぎ
の
用
事
が
あ
る
時
は
、
ま
ず
固
定
電
話
に
か
け
て
く

る
。
真
三
が
留
守
だ
と
わ
か
る
と
、
携
帯
ま
で
追
い
か
け
て
く
る
。

日
本
と
違
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
通
信
費
は
か
な
り
安
く
、
基
本
料
金
分

は
使
用
し
な
い
と
無
駄
に
な
る
の
で
、
彼
の
方
か
ら
電
話
を
し
て
く

る
の
が
常
で
あ
る
。

「
久
し
ぶ
り
だ
ね
」

「
こ
の
前
は
日
本
語
文
の
校
正
あ
り
が
と
う
。
助
か
っ
た
よ
」

　

彼
が
日
本
の
高
校
や
大
学
の
同
級
生
、
あ
る
い
は
大
事
な
知
人
に

メ
ー
ル
を
送
る
時
は
、
必
ず
校
正
依
頼
が
く
る
。
真
三
を
信
頼
し
て

い
な
い
と
、
頼
め
な
い
し
真
三
の
方
も
責
任
を
覚
え
る
。
こ
の
た
め

何
回
も
推
こ
う
し
て
、
あ
た
か
も
日
本
人
が
書
い
た
よ
う
な
文
面
に

仕
上
げ
る
が
、「
か
え
っ
て
多
少
、
表
現
が
違
っ
て
い
て
も
、
彼
の
人

柄
が
感
じ
ら
れ
る
方
が
い
い
の
で
は
」
と
真
三
は
校
正
し
な
が
ら
思

う
時
が
あ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
は
ク
リ
ン
ト
ン
と
ト
ラ
ン
プ
に
絞
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
ち
ら
で
は
ど
う
見
て
い
る
の
」

「
共
和
党
が
割
れ
て
い
る
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
が
優
勢
だ
と
報
じ
て
い

る
」

「
そ
う
か
」

「
で
も
最
後
ま
で
熱
狂
的
な
戦
い
に
な
る
だ
ろ
う
ね
」

「
あ
な
た
の
家
族
、
親
類
や
周
辺
の
知
人
は
、
ど
ち
ら
を
支
持
し
て

い
る
の
」

「
あ
ま
り
は
っ
き
り
言
わ
な
い
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
だ
と
思
う
よ
。
僕

は
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
取
れ
て
い
な
い
の
で
投
票
権
は
な
い
の
だ

が
、
ク
リ
ン
ト
ン
の
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
」

「
ト
ラ
ン
プ
の
よ
う
な
人
種
差
別
や
イ
ス
ラ
ム
の
テ
ロ
排
除
論
を

訴
え
る
と
、
住
み
に
く
く
な
い
の
」

「
確
か
に
以
前
よ
り
多
少
、
窮
屈
に
な
っ
た
と
感
じ
る
が
、
私
の
住

ん
で
い
る
地
区
は
治
安
も
い
い
し
、
長
期
間
、
住
ん
で
い
れ
ば
周

辺
住
民
の
信
頼
も
得
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
心
配
し
て
い

な
い
よ
」

「
そ
う
か
、
あ
な
た
は
銃
を
保
持
し
て
い
な
い
の
」

「
持
っ
て
い
な
い
よ
。
そ
ん
な
心
配
し
た
こ
と
が
な
い
。
買
お
う
と

思
え
ば
い
つ
で
も
購
入
で
き
る
が
…
」

「
な
る
ほ
ど
な
。
ア
メ
リ
カ
と
い
え
ば
、
大
衆
全
員
が
銃
を
家
に
備

え
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
な
」

「
そ
う
だ
よ
」

　

二
人
は
小
一
時
間
、
ス
カ
イ
プ
で
思
い
つ
く
ま
ま
に
意
見
を
述
べ

合
う
が
、
彼
は
一
つ
の
話
題
で
延
々
と
話
す
の
で
、
途
中
で
話
題
を

変
え
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
止
ま
ら
な
い
感
じ
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

経
験
も
豊
富
で
よ
く
勉
強
も
し
て
い
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
話
す
こ
と

が
湧
い
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
パ
キ
ス
タ
ン
人
特
有
の

負
け
ず
き
ら
い
の
性
格
も
手
伝
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
真
三
は
思

う
。
最
近
は
二
人
と
も
七
十
歳
を
超
え
て
い
る
の
で
小
一
時
間
も
話

す
と
、
疲
れ
て
く
る
。
そ
の
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
ど
ち
ら
か
と
も

な
く「
今
日
は
こ
れ
ぐ
ら
い
で
や
め
よ
う
か
」と
言
っ
て
切
る
。

「
姪
ご
さ
ん
の
イ
ン
ド
行
き
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
実
は
昨
日
、
姪
を
伴
っ
て
知
多
半
島
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
き
た
」

「
そ
れ
で
…
」

「
来
週
の
土
曜
日
、
イ
ン
ド
の
友
人
を
訪
ね
る
た
め
に
日
本
を
発
つ

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」

「
友
達
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
お
ら
れ
る
の
で
す
ね
」

「
そ
う
で
す
。
と
り
あ
え
ず
、
語
学
学
校
に
入
る
こ
と
、
生
活
費
や

学
費
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
も
ら
う
と
話

し
て
い
た
」

「
そ
う
で
す
か
。
土
曜
日
ま
で
に
私
の
現
地
の
友
人
に
電
話
し
て
、

現
地
で
会
っ
て
助
言
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
お
く
。
そ
れ
が

確
認
で
き
た
ら
住
所
、
電
話
な
ど
を
聞
い
て
メ
ー
ル
で
送
っ
て
お

く
よ
」

「
あ
り
が
と
う
。
お
願
い
し
ま
す
」

　

ス
カ
イ
プ
を
切
っ
た
後
、
数
分
後
に
彼
か
ら
メ
ー
ル
が
入
っ
て
い

た
。

―
真
三
さ
ま

　

日
本
語
で
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
、
外
国
の

友
達
か
ら〝
真
面
目
、
不
真
面
目
そ
し
て
非
真
面
目
〟の
違
い
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

追
伸
：
非
真
面
目
は
字
引
に
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

：
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
の
友
人
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
送
り
ま
す
。

　

真
三
も
非
真
面
目
を
ど
う
説
明
し
た
ら
い
い
の
か
と
思
案
し
な

が
ら
、
一
応
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
非
真
面
目
」
を
検
索
し
て
み
る

と
、
税
理
士
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
質
問
に
ぴ
っ
た
り
の
答
え
が

載
っ
て
い
た
の
で
、
コ
ピ
ー
し
て
メ
ー
ル
に
貼
り
付
け
て
送
っ
た
。

―
真
面
目
、
不
真
面
目
そ
し
て
非
真
面
目
の
違
い
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
で
す
が
、
さ
す
が
外
国
人
な
ら
で
は
の
質
問
で
す
ね
。
い
い

例
が
あ
り
ま
し
た
の
で
送
り
ま
す
。

　

商
売
の
ヒ
ン
ト
「
真
面
目
・
不
真
面
目
・
非
真
面
目
の
大
き
な
違

い
」と
あ
る
。

　

真
面
目
な
人
が
バ
カ
を
見
て
、
不
真
面
目
な
人
が
上
手
い
こ
と

世
の
中
を
渡
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
場
面
に
遭
遇
す
る
と
本
当
に
が
っ

か
り
し
て
や
る
気
が
失
せ
る
も
の
で
す
。
商
売
を
や
っ
て
い
れ
ば

「
ま
っ
と
う
」な
こ
と
だ
け
が
ま
か
り
通
ら
な
い
の
は
百
も
承
知
。
し

か
し
、
ズ
ル
を
し
た
り
手
を
抜
い
た
り
す
れ
ば
必
ず
ど
こ
か
で
ツ
ケ

が
回
っ
て
き
ま
す
。

　
「
も
っ
と
要
領
よ
く
な
り
た
い
」。
真
面
目
な
社
長
は
自
分
の
不

器
用
さ
を
恨
め
し
く
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
の
本
質
は
そ
う

そ
う
簡
単
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
考
え
方
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は「
非
真
面
目
」な
考
え
方
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
、
人
は
往
々
に
し
て
自
分
の
経
験
に
当
て

は
め
な
が
ら
解
決
策
を
見
つ
け
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
は
決
し
て
間

違
っ
た
発
想
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
真
面
目
な
人
の
場
合
、
自
分
の

経
験
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
新
し
い
見
方
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

よ
う
で
す
。
特
に
あ
り
が
ち
な
パ
タ
ー
ン
は
、
最
初
に
問
題
の
原
因

を
探
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
原
因
を
取
り
除
か
な
い
と
前
に
進
ま
な
い

と
考
え
る
の
は
、
真
面
目
な
人
の
最
た
る
特
徴
で
す
。
た
と
え
原
因

が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
だ
っ

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
行
き
詰
ま
っ
て「
も
う
お
手
上
げ
」と

途
方
に
暮
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
を
探
し
て
も
問
題
解
決
に

至
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

一
方
、
過
去
の
経
験
や
物
事
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
っ
た
く
異

な
っ
た
新
し
い
角
度
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
せ
る
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
非
真
面
目
」
で
す
。
真
面
目
な
人
の
考
え
方
が
「
平
面
」
な

ら
、
非
真
面
目
な
人
は
「
立
体
的
」
に
物
事
を
見
ま
す
。
柔
軟
な
発

想
が
問
題
の
解
決
の
糸
口
に
な
る
の
は
体
験
的
に
よ
く
ご
存
知
の

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

真
面
目
な
人
は
「
な
ぜ
上
手
く
い
か
な
い
ん
だ
？
」
と
頭
を
抱
え

ま
す
。
一
方
の
非
真
面
目
な
人
は
「
ど
う
し
た
ら
上
手
く
い
く
の

か
？
」と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

素
直
に
一
生
懸
命
や
る
だ
け
で
は
上
手
く
い
か
な
い
の
が
商
売

で
す
。
も
っ
と
非
真
面
目
に
な
っ
て
脳
み
そ
に
た
く
さ
ん
汗
を
か
き

ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、「
ど
う
し
た
ら
何
も
せ
ず
楽
し
て
稼
げ
る
の

か
？
」と
い
う
不
真
面
目
は
論
外
で
す
ね
。

　

以
上
が
検
索
結
果
で
す
が
、
こ
れ
で
友
人
が
満
足
で
き
な
か
っ
た

ら
、
ま
た
考
え
ま
す
。

　

メ
ー
ル
を
送
っ
て
数
時
間
後
に

―
岡
田
さ
ま

　

私
の
質
問
に
対
す
る
ご
丁
寧
な
返
事
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
変
良
い
例
で
「
真
面
目
・
不
真
面
目
・
非
真
面
目
の
大
き
な

違
い
」
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
語
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

あ
あ
い
う
文
章
を
早
く
書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

　

ど
こ
ま
で
も
探
究
心
が
旺
盛
な
こ
と
に
真
三
は
感
心
す
る
の

だ
っ
た
。

【写真】友禅流し（著者撮影）



「
絶
景
か
な
」の
三
門
の
力
強
い
御
絵
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
水
路
閣
も
見
応
え
が
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

ま
わ
り
の
紅
葉
も
見
事
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

御
絵
手
紙
が
百
回
目
と
の
こ
と
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
く
ぞ「
種
は
尽
き
ま
じ
」で
、あ
っ
ぱ
れ
！
と
拍
手
し
て
お
り
ま
す
。

私
共
こ
そ
楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

益
々
の
ご
精
進
と
ご
健
筆
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

真
如
堂
の
紅
葉
も
盛
り
で
、敷
も
み
じ
が

ふ
わ
ふ
わ
の
絨
毯
の
よ
う
で
し
た
。

私
共
、後
追
い
の
旅
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

感
謝
　

樅
山
善
久

昭
和
十
一
年
碧
南
市
で
生
ま
れ
る
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

碧
南
商
工
会
議
所
会
頭
。

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
理
事
長
。

全
国
陶
器
瓦
工
業
組
合
連
合
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成
十
三
年
藍
綬
褒
章
受
賞
。

平
成
二
十
二
年
旭
日
小
授
章
受
賞
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長 

現
在
に
至
る
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
通
信
教
育
部
芸
術
学
部
美
術
科
・

洋
画
コ
ー
ス
大
学
院
修
士
課
程
二
回
生
。

小
林
玲
子

碧
南
市
に
育
つ
。

西
尾
市
在
住

共
著
「
西
尾
の
民
話
」

童
話
「
サ
ケ
の
子
ピ
ッ
チ
」

随
筆
「
海
辺
の
そ
よ
風
」

　
　
　
（
中
経
コ
ラ
ム
「
閑
人
帳
」
よ
り
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
脚
本

　

「
み
ぐ
り
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
」
ほ
か

童
話
集

　

「
タ
ァ
タ
と
バ
ァ
バ
の
た
ん
け
ん
た
い
」
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第 327 号

天
高
し
水
平
線
の
弓
な
り
に 

吉
田
ひ
ろ
し

勝か
ち

鬨ど
き

の
こ
ぶ
し
突
っ
込
む
秋
の
雲 

斉
藤　

浩
美

土
管
坂
色
な
き
風
と
登
り
け
り 

加
藤　

久
子

鯊
の
竿
た
た
む
浦
曲
の
暮
色
か
な 

片
岡　

光
子

犬
散
歩
草
の
実
付
け
て
帰
り
け
り 

谷
川
と
志
江

彼
岸
花
南
吉
ブ
ー
ム
咲
き
誇
る 

杉
江　

民
子

婚
礼
に
匂
い
ふ
く
い
く
金
木
犀 

塚
本　

千
鶴

小
さ
き
母
会
話
な
き
ま
ま
秋
の
暮 

関　
　

里
美

新
蕎
麦
の
ニ
ュ
ー
ス
心
は
信
濃
郷 

荒
川　

達
雄

通
院
の
車
窓
に
燃
え
る
曼
珠
沙
華 

都
築　

信
子

入
道
雲
頭
上
に
迫
る
山
の
駅 

竹
内　

艶
子

運
動
会
雨
に
も
負
け
ず
騎
馬
と
な
る 

服
部　

窯
平

新
涼
や
展
望
台
に
あ
る
夕
日 

田
上　

義
則

幸
せ
の
扉
を
開
け
て
小
鳥
来
る 

山
中　

博
子

病
院
で
点
滴
事
件
秋
不
毛 

中
尾　

節
也

風
伝
お
ろ
し
て
ふ
霧
の
這
ひ
お
り
来 

古
川　

義
高

釣
り
人
の
顔
に
輝
く
秋
夕
焼 

古
川
三
恵
子

達
磨
忌
や
人
は
大
き
く
吾あ

は
小
さ
く 

久
田　

笙
子

口
鼓
寄
り
く
る
子
猫
秋
の
暮 

竹
内
三
千
彦

腰
痛
に
苦
し
む
日
々
や
秋
の
風 

岩
田
つ
ま
子

秋
灯と

も
し

文
字
の
大
き
な
電
子
辞
書 

杉
山　

和
美

今
日
も
雨
明
日
も
雨
か
も
萩
散
り
ぬ 

平
野　

紀
江

秋
霖
の
空
眺
め
つ
つ
心
急せ

く 

磯
村
美
耶
子

何
事
も
暑
さ
の
せ
い
に
手
も
出
せ
ず 

谷
川　

利
子

秋
ふ
か
し
一
句
ひ
ね
る
も
苦
労
か
な 

柴
山　

庄
山

無
造
作
に
土
手
に
横
た
う
糸へ

ち

瓜ま

か
な 

冨
田　

悦
子

新
涼
の
風
を
白
猫
欲
し
い
ま
ま 

江
端　

久
恵

名
月
や
今
か
今
か
と
待
ち
の
ぞ
む 

藤
井　

文
月

う
る
う
年
逆
打
ち
参
り
秋
遍
路 

杉
江　

タ
エ

彼
岸
花
色
鮮
や
か
に
野
を
飾
る 

中
山　

洋
子

天
空
の
逢
瀬
楽
し
や
天
の
川 

清
水
ド
ラ
吉

味
噌
汁
に
さ
と
い
も
加
わ
る
朝
餉
か
な 

中
村　

洋
子

備
の
た
め
、欠
席
は
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い　

持

ち
物　

工
作
用
は
さ
み　

申
込
み
期
限　

十
八
日
㈮　

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
44
─

４
６
０
０

▼
文
化
体
験
教
室　

常
滑
流「
粋
な
ア
ー
ト
体
感
工
房
」・

①
十
二
日
㈯
②
十
二
月
三
日
㈯　

午
前
九
時
半
～
同

十
一
時
半　

内
容　

市
内
で
活
躍
す
る
旬
な
作
家
に
創
作

秘
話
を
聞
き
な
が
ら
、作
品
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
①
彫

刻
―
人
体
パ
ー
ツ
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
―
②
絵
画
―
色
彩
の

中
か
ら
浮
か
び
上
が
る
お
釈
迦
様
―　

講
師　

①
濱
比
嘉

吉
裕
さ
ん（
彫
刻
家
）
②
林
大
輔
さ
ん（
画
家
）　

場
所　

中

央
公
民
館　

会
議
室（
二
階
）　

定
員　

各
二
十
名（
抽
選
）

　

材
料
費　

三
百
円
／
回（
当
日
集
金
）　

持
ち
物　

①
版

画
用
彫
刻
刀
、筆
記
用
具
②
水
彩
絵
の
具
、筆
記
用
具　

申

込
期
限　

①
五
日
㈯
②
二
十
六
日
㈯

◎
青
海
公
民
館

▼
文
化
教
室
Ⅱ
～
小
さ
な
自
然
の
風
景
が
つ
く
り
出
す
癒

し
の
空
間
～
「
草
盆
栽
教
室
」・
①
十
九
日
㈯
②
十
二
月
三

日
㈯　

午
前
十
時
～
同
十
一
時
半　

内
容　

盆
栽
は
鉢
植

え
と
は
違
い
、鉢
と
植
物
の
姿
の
中
に
自
然
の
風
景
を
映
す

も
の
で
す
。教
室
で
は
和
洋
、趣
の
異
な
る
植
物
を
使
っ
た
草

盆
栽
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
①
洋
物
植
物
で
お
し
ゃ
れ
な
草

盆
栽
づ
く
り
②
和
物
植
物
で
新
春
を
寿
ぐ
草
盆
栽
づ
く
り

　

講
師　

山
下
和
俊（
園
芸
家
）　

場
所　

青
海
公
民
館　

美
術
工
芸
室（
一
階
）　

定
員　

二
十
名（
抽
選
）
※
落
選
者

の
み
連
絡　

参
加
費　

千
五
百
円
／
回　
（
材
料
費
含
む
）

※
材
料
準
備
の
た
め
、欠
席
は
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い　

持
ち
物　

新
聞
紙
、持
帰
り
用
袋
、（
必
要
な
人
は
）
ゴ

ム
手
袋
、エ
プ
ロ
ン
、園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
な
ど　

申
込
期
限　

十
一
日
㈮　

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

▼
想
い
が
伝
わ
る
毛
筆
年
賀
状
・
二
十
七
日
㈰　

初
級
編

　

午
後
一
時
半
～
同
二
時
半　

技
あ
り
編　

午
後
三
時
～

同
四
時　

内
容　

年
賀
状
の
書
き
方
、コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

　

講
師　

川
口
雄
峰
さ
ん
、青
漣
さ
ん（
毎
日
書
道
展
審
査

会
員
）　

場
所　

青
海
公
民
館　

学
習
室
１　

定
員　

各

二
十
名（
先
着
順
）　

対
象
者　

中
学
生
以
上　

参
加
費　

五
百
円
／
回（
当
日
集
金
）　

持
ち
物　

書
き
物（
筆
ペ
ン
、

筆
セ
ッ
ト
な
ど
）　

申
込
期
間　

五
日
㈯　

午
後
六
時
～

十
九
日
㈯　

午
後
六
時　

申
込
み
・
問
合
せ　

青
海
公
民

館　

☎
43
─
６
６
２
２

▼
平
成
28
年
度
文
化
芸
術
振
興
補
助
金（
文
化
遺
産
を
活
か

し
た
地
域
活
性
化
事
業
）古
典
の
日
記
念「
伝
統
文
化
の
つ
ど

い
」・
三
日（
木
・
祝
）　

午
前
十
時
～
午
後
四
時　

内
容　

・

芸
能
舞
台
：
地
域
の
伝
統
芸
能
、源
氏
物
語
の
講
話
・
筝

曲
・
雅
楽　

・
秋
の
み
や
び
展
：
生
け
花　

・
菊
見
茶
会
：

呈
茶
券（
三
百
円
）、記
念
菓
子（
う
す
ば
か
げ
ろ
う
）・　

俳

句
コ
ン
テ
ス
ト
：
募
集
期
間
～
三
日（
木
・
祝
）　

正
午
ま

で　

応
募
用
紙
は
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。　

・
作
品
展（
～

五
日
）
：
日
本
画
、水
墨
画
、書
、絵
手
紙
、短
歌
、木
の
絵
画

な
ど　

問
合
せ　

大
野
谷
文
化
圏
活
性
化
推
進
委
員
会　

☎
44
─
０
３
７
０（
宮
坂
）

◎
知
多
市
こ
ど
も
未
来
館

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
第
三
期
・
申
込
み　

一
日
㈫
～
十
日
㈭
に

同
館
へ

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
１『
さ
く
ら
ん
ぼ
』・
十
二
月
六
日
～

二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
の
火
曜
日
・
全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
～
同
十
一
時
半　

内
容　
「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

～
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
身
体
を
動
か
そ
う
～　

対
象

　

お
お
む
ね
二
歳
～
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
親（
二
人
一

組
）　

講
師　

青
木
ア
ツ
子
さ
ん（
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
）　

定
員　

二
十
八
組（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児

あ
り
）　

参
加
費　

親
子
一
組　

二
千
六
百
円（
十
回
分
・

託
児
希
望
の
方
は
別
に
一
人　

二
千
五
百
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
２『
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
』・
十
二
月
八
日

～
二
十
九
年
二
月
十
六
日
の
木
曜
日
・
全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
～
同
十
一
時
半　

内
容　
「
親
子
で
ア
イ
デ
ア

体
創
」
～
身
体
を
使
っ
た
楽
し
い
遊
び
～　

対
象　

お
お
む

ね
二
歳
～
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
親（
二
人
一
組
）　

講
師

　

井
筒
京
子
さ
ん（
け
ん
こ
う
の
輪
碧
の
木
所
属
）　

定
員

　

二
十
八
組（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）

　

参
加
費　

親
子
一
組　

二
千
六
百
円（
十
回
分
・
託
児
希

望
の
方
は
別
に
一
人　

二
千
五
百
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
３『
あ
ひ
る
の
親
子
』・
十
二
月
二
日
～

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
の
金
曜
日
・
全
十
五
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
～
同
十
一
時
半　

内
容　
「
元
気
な
子（
親
）・

病
気
し
な
い
子（
親
）・
け
が
し
な
い
子（
親
）」
～
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
楽
し
く
身
体
を
動
か
そ
う
～　

対
象　

二
十
九

年
度
に
就
園
を
迎
え
る
子
ど
も
と
そ
の
親（
二
人
一
組
）
講
師

　

サ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ズ
所
属
員　

定
員　

三
十
五
組（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）　

参
加
費　

親
子
一

組　

三
千
百
円（
十
五
回
分
・
託
児
希
望
の
方
は
別
に
一
人

　

三
千
八
百
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
４『
キ
ッ
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
』・

十
二
月
七
日
～
二
十
九
年
二
月
二
十
二
日
の
水
曜
日
・
全

十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
～
同
十
一
時　

内
容　

親
子
が

遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む　

講
師　

竹
本
マ

リ
ビ
ッ
ク
さ
ん　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
～
就
園
前
の
子
ど

も
と
そ
の
親（
二
人
一
組
）　

定
員　

十
組（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）　

参
加
費　

一
組　

四
千
六
百
円

▼
創
作
工
作「
光
の
ミ
ス
テ
リ
ー
Ⅲ
」・
一
日
㈫
～
三
十
日
㈬

　

午
前
九
時
～
午
後
四
時
半　

内
容　

筒
に
偏
光
板
を
は

り
あ
わ
せ
、き
れ
い
な
光
の
ま
ん
げ
鏡
を
作
り
ま
す　

材
料

費　

一
個　

三
百
六
十
円

▼
季
節
工
作「
カ
レ
ン
ダ
ー
」・
一
日
㈫
～
三
十
日
㈬　

午
前

九
時
～
午
後
四
時
半　

内
容　

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
台
紙
に
万

年
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個　

百
二
十
円

▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び「
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
は
ん
こ
を
お
そ

う
」・
十
六
日
㈬
～
三
十
日
㈬　

午
前
九
時
～
午
後
四
時
半

　

内
容　

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
パ
ー
ツ
を
作
り
、干
支
の
動
物
の
は

ん
こ
を
作
り
ま
す
。　

材
料
費　

一
枚　

六
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び「
と
り
の
は
ん
を
そ
め
よ
う
」・
十
六
日
㈬
～

三
十
日
㈬
の
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半　

内
容　

正
倉
院

柄
で
染
め
ま
す　

材
料
費　

一
枚
二
百
円
～　

糊
置
き
の
場

合
五
時
間
必
要（
糊
置
き
代
別
途
）

▼
草
木
染
め「
こ
が
ね
ば
な
で
あ
た
た
か
い
黄
色
の
シ
ョ
ー
ル

を
染
め
よ
う
」・
十
六
日
㈬
～
十
八
日
㈮　

午
前
九
時
～
午

後
四
時
半　

内
容　

こ
が
ね
ば
な
の
根
を
利
用
し
て
染
め
ま

す　

材
料
費　

一
枚　

四
百
円
～　

そ
の
他　

限
定
三
十

枚▼
あ
き
ふ
ゆ
工
作
・
一
日
㈫
～
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日

㈫　

午
前
九
時
～
午
後
四
時
半　

内
容　

プ
ラ
バ
ン
、デ
コ

タ
イ
ル
、タ
イ
ル
ア
ー
ト
、小
麦
粉
ね
ん
ど
、く
る
く
る
ペ
ー

パ
ー
、ペ
ン
ダ
ン
ト
、ス
ト
ラ
ッ
プ
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど　

そ

の
他　

材
料
費
が
必
要　

▼
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
二
十
六
日
㈯
、二
十
七
日
㈰　

午
前
九

時
～
午
後
四
時
ま
で　

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
工
作
、テ
ー
マ

「
お
星
さ
ま
と
ク
リ
ス
マ
ス
」、ホ
ー
ル
催
し「
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
演
奏
、こ
ど
も
体
操
＆
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」太
陽
・
金
星
の

観
望
、朝
市
、ク
リ
マ
＆
フ
リ
マ
な
ど　

参
加
費　

無
料（
工

作
は
有
料
・
限
定
数
あ
り
）　

※
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
工
作
は
二
十
六
日
㈯
も
行
い
ま
す
。詳
し
く
は

こ
ど
も
未
来
館
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
身
の
回
り
の
こ
と
―R.ECHO

の
か
ば
ん
・
帽
子
展
―
・

十
一
日
㈮
～
二
十
一
日
㈪　

午
前
九
時
～
午
後
五
時
半　

入
場
無
料

▼Invention

―
発
明
―　Dorothy Feibleman

・
浅
井

啓
介
・
二
十
五
日
㈮
～
十
二
月
五
日
㈪　

午
前
九
時
～
午

後
五
時
半　

入
場
無
料

◎
常
滑
屋

▼「
自
然
の
色　

秋
冬
の
服
」・
一
日
㈫
～
六
日
㈰

▼「
縞
・
い
ろ
染
織
展
」・
八
日
㈫
～
十
三
日
㈰

▼「
た
み
こ　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
展
」・
二
十
二
日
㈫
～

二
十
七
日
㈰

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
晩
秋
の
器
展　

陶
房
杉
・
三
日（
木
・
祝
）
～
八
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
と
こ
な
め
乙
田
窯
作
品
展（
常
滑
陶
芸
教
室
）・
十
日
㈭

～
十
五
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
十
七
日
㈭
～
二
十
九
日
㈫　

午

前
九
時
～
午
後
五
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
遊
季
窯
展
・
安
部
季
久
・
三
日（
木
・
祝
）
～
八
日
㈫

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
朝
採
れ
野
菜
と
和
洋
菓
子
展
・
十
日
㈭
～
二
十
二
日
㈫

　

午
前
九
時
～
午
後
四
時

▼
板
村
忠
也
作
陶
展
・
二
十
四
日
㈭
～
二
十
九
日
㈫　

午

前
九
時
～
午
後
五
時

◎
方
円
館

▼
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
Ⅱ　

樹
盆
倶
楽
部
展
・
五
日
㈯
～
十
六
日
㈬

▼
中
川
貴
了
陶
展
・
十
八
日
㈮
～
三
十
日
㈬

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
読
書
感
想
画
展
・
一
日
㈫
～
二
十
四
日
㈭

▼
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
・
三
日（
木
・
祝
）　

本
の
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
・
本
の
フ
ィ
ル
ム
掛
け
サ
ー
ビ
ス
・
開
館
三
十
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
等　

▼
開
館
三
十
周
年
記
念
子
ど
も
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
「
タ
ケ
ト
ヨ

の
な
ぞ
を
解
け
！
」・
十
二
日
㈯
～
二
十
七
日
㈰　

対
象　

保
育
園
年
長
～
小
学
校
高
学
年

▼
グ
ル
ー
プ〝
空
〟大
人
向
け
朗
読
会
・
十
五
日
㈫　

午
後
一

時
半
～

▼
閉
架
書
庫
見
学
ツ
ア
ー
・
十
九
日
㈯　

①
親
子
の
部　

午
前
十
一
時
～　

十
名　

②
一
般
の
部　

午
後
二
時
～
／
午

後
四
時
～

▼
子
ど
も
司
書
体
験
・
二
十
三
日（
水
・
祝
）　

午
前
九
時

～
正
午　

定
員　

九
名（
小
学
四
年
～
六
年
生
）

▼
武
豊
寄
席（
愛
知
大
学
・
落
語
研
究
会
）・
二
十
七
日
㈰

　

午
後
二
時
～

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
三
・
十
・
十
七
・
二
十
四
日
各
㈭　

午
後

一
時
半
～
同
四
時
半　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト　

鈴
木　

☎
０
９
０
─
８
４
２
２
─
４
２
５
１

▼
普
通
救
命
講
座
Ⅲ（
小
児
、乳
児
、新
生
児
に
対
し
て
の
救

命
方
法
）・
八
日
㈫　

午
前
九
時
～
正
午　

定
員　

二
十
名

▼
親
業
体
験
！
学
習
会
・
八
日
㈫　

午
前
九
時
四
十
五
分

～
正
午　

批
判
し
な
い
で
、共
感
的
に
話
を
聞
く
練
習
を
す

る　

日
常
生
活
を
振
り
返
り　

気
が
付
い
た
こ
と　

困
っ

て
い
る
事
な
ど
を
自
由
に
話
し
合
う　

講
師　

親
業
訓
練

協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

参
加
費　

千
円　

親
業

サ
ー
ク
ル　

稲
葉　

☎
72
─
７
１
３
８　

※
当
日
参
加
自

由▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
子
育
て
に
関
す
る
学
習
会
と
質
疑

応
答
・
八
日
㈫　

午
前
十
時
～
正
午　

参
加
費　

無
料

　

問
合
せ　

知
多
家
庭
教
育
研
究
会　

山
下　

☎
72
─

１
９
０
２

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室
・
十
二
・
二
十
六
日
各
㈯　

午
後
一
時
半
～
同
四
時　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト　

田
中　

☎
０
９
０
─
２
６
１
２
─
１
９
９
０

▼
切
り
絵
教
室
・
①
十
六
日
②
三
十
日
③
十
二
月
七
日
各

㈬　

午
後
一
時
半
～
同
三
時　

定
員　

十
五
名　

参
加
費

　

三
千
円（
材
料
費
込
）

▼
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座「
自
分
を
励
ま
す
カ
ー
ド
セ
ラ

ピ
ー
」・
二
十
四
日
㈭　

午
前
十
時
半
～
正
午　

定
員　

十
五
名（
妊
婦
・
子
育
て
中
の
親
）
参
加
費　

無
料　

講
師

　

Ｎ
Ｐ
０
法
人　Smiley Dream

◎
武
豊
町
民
会
館　

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
第
三
十
三
回
武
豊
町
産
業
ま
つ
り
・
十
二
日
㈯
・
十
三

日
㈰

▼
ゆ
め
プ
ラ
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
二
〇
一
六　

ハ
ハ
コ
☆

フ
レ
ン
ズ　

フ
ル
ー
ト
四
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
・
十
六
日
㈬　

午
前
十
時
半　

開
演

▼
福
寿
大
学
⑥「
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
今
の
授
業
～
授
業
風

景
今
昔
物
語
」・
十
七
日
㈭　

午
前
十
時
～
正
午　

対
象　

武
豊
町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方　

参
加
費　

無
料

▼
第
三
十
一
回
国
民
文
化
祭
・
あ
い
ち
二
〇
一
六
武
豊
町
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
二
十
日
㈰　

午
後
一
時
半

～
同
五
時

▼
武
豊
町
文
化
講
演
会
二
〇
一
六　

住
田
裕
子「
行
列
の

で
き
る
悩
み
相
談
所
～
笑
顔
を
忘
れ
な
い
た
め
に
～
」・

二
十
六
日
㈯　

午
後
二
時
開
演

▼
石
膏
デ
ッ
サ
ン　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
・
三
十
日
㈬
～

十
二
月
三
日
㈯　

午
後
六
時
半
～
同
八
時
半　

定
員　

十

名（
小
学
五
年
生
以
上
）　

参
加
費　

無
料

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
武
豊
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
中
学
生
の
部
）・
五
日
㈯

▼
秋
季
町
民
卓
球
大
会
・
六
日
㈰

▼
二
〇
一
六
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
武
豊
・
十
二
日

㈯
・
十
三
日
㈰

▼
武
豊
町
体
育
協
会
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
部　

キ
ッ
ズ
大
会
・

二
十
日
㈰

◎
長
尾
児
童
館

▼
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う（
要
申
込
）・
二
十
七
日
㈰　

午
後
一
時
半
～
同
三
時

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う（
要
申
込
）・
二
十
六
日
㈯　

午
後
一
時
半
～
同
三
時

※
各
児
童
館
共
通
行
事　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
作
ろ
う
・
一

日
㈫
～
三
十
日
㈬（
休
館
日
を
除
く
）　

午
前
十
時
半
～
午

後
四
時
半

◎
半
田
市
空
の
科
学
館

▼
十
一
月
の
星
見
会
～
「
月
・
天
王
星
・
海
王
星
」・
十
二

日
㈯　

午
後
六
時
半
～
同
八
時　

定
員　

六
十
名（
小
学

生
以
上
）

▼
ナ
イ
ト
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
～
星
空
と
音
楽
と
ア
ロ
マ
の

香
り
に
包
ま
れ
て
～
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組「
ナ
イ
ト
フ

ラ
イ
ト
」を
見
な
が
ら
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）・

二
十
五
日
㈮　

午
後
七
時
～
同
八
時　

定
員　

百
名（
小

学
生
以
上
）　

参
加
費　

大
人
五
百
円　

小
人
二
百
円

◎
碧
南
白
竹
木
材
㈱
白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブpeople time last live

・
二
十
五
日
㈮　

午
後
七
時
半
～
四
十
分　

二
ス
テ
ー
ジ　

ラ
イ
ブ
チ
ャ
ー
ジ

　

千
円

　毎年12月の第2日曜日に開催されるハワイ州最大のマラソンイベント、
それが「ホノルルマラソン」です。今年は12月11日㈰開催。第44回大会
となります。
　1973年、心臓病専門医が「長距離をゆっくり走ることは、心臓病の予
防と治療に効果的である」という医学的な観点からマラソンを提唱。これ
がホノルルマラソン誕生のきっかけとなりました。「マラソンの目的はあ
くまでも自身の健康維持であり、完走するためのペースも個人個人がつく
るもの」という精神から、ホノルルマラソンには制限時間がありません。
最終ランナーがゴールするまで、全員のタイムを計測してくれます。
　昨年、第43回大会のエントリー数は30,783人。日本人は12,532人でした。
日本人ランナーの中には「初めてのフルマラソンはホノルルマラソン」と
言う定説があるようで、このレースをデビュー戦にする方が多いようです。
私も大賛成です。フルマラソンに挑戦するなら、是非ホノルルでデビュー
して下さい。私は2000年から8年連続で走りました。
　これからホノルルマラソンに挑戦する方に、その最大の魅力をご紹介し
ます。それは何と言っても“沿道に立つ地元の人々の声援”です。ホノル
ルマラソンのコースの大半は、地元の方々の住宅地です。クリスマス直前
ということもあり、道路の両側に立ち並ぶ家々は、それぞれ趣向を凝らし
たクリスマス・イルミネーションで飾られています。　　　
　中には、自主的に家の前にエイドステーションを開き、ランナーにチョ
コレートを配ったり、キャンディを配ったり、カットしたオレンジをくれ
る人もいます。
　そして道の両側から聞こえる、沢山の声援がたまりません。一番よくか
けられる言葉は「GOOD JOB ！」です。直訳すれば「良い仕事」ですが、
ニュアンス的には「いいね！」とか「頑張れ！」といった感じです。私が
好きだった言葉は「YOU CAN DO IT ！」。「貴方はそれが出来る」、つまり「貴
方は完走出来るよ！」って感じでしょうか。あの声援こそがランナーをゴ
ールに向かわせることは間違いありません。チャレンジするなら絶対ホノ
ルルです。

島旅回廊 ～ハワイアン・ムーヴメント②
ホノルルマラソン～

半田空の科学館・半田市体育館　館長　池田　昇

ホノルルマラソンを走る私です

　

今
年
も
亦
、
暑
い
暑
い
夏
だ

っ
た
。
日
影
を
好
む
の
は
人
間

だ
け
か
な
ー
と
思
っ
て
い
た
が
、

私
の
家
か
ら
西
方
に
あ
っ
た
タ

カ
サ
ゴ
ユ
リ
は
、
ど
う
な
っ
た

か
な
ー
と
出
掛
け
た
ら
、
南
知

多
道
路
に
程
近
い
場
所
に
、
広

々
と
し
た
草
地
が
あ
り
、
真
ん

中
辺
り
に
植
え
ら
れ
た
木
の
影

に
、
鳥
が
十
余
匹
も
、
好
み
の

場
所
に
い
る
で
は
な
い
か
。

　

早
速
、
カ
メ
ラ
を
出
し
て
、

パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
と
撮
っ
て
い
た
。

　

後
日
、
そ
の
広
場
が
庭
先
と

な
っ
て
い
る
Ｔ
氏
宅
を
訪
れ
、

写
真
①
を
見
せ
、
お
話
を
聞
く
。

お
話
は
、
鳥
が
い
た
の
は
、
日

影
に
休
ん
で
い
た
ば
か
り
で
な

く
、
草
刈
り
を
や

っ
た
の
で
、
ダ
ン

ゴ
ム
シ
が
目
に
つ

き
、
食
べ
に
来
る

こ
と
も
多
い
ヨ
と
、

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
お
話
し

の
最
中
に
、
玄
関

扉
の
上
に
ヤ
モ
リ

が
チ
ョ
ロ
ッ
と
姿
を

見
せ
る
な
ど
、
自

然
豊
か
な
家
だ
ナ

ー
と
感
じ
て
い
た
。

　

で
失
礼
し
、
玄

関
先
に
出
れ
ば
、

タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
の

花
の
済
ん
だ
穂
が
あ
り
、
庭
先

に
出
れ
ば
、
白
い
仐
の
直
径
十

二
、三
㎝
も
あ
る
キ
ノ
コ
②
が

あ
り
、Ｔ
氏
は「
こ
れ
は
毒
キ
ノ

コ
だ
ヨ
」と
も
。
さ
ら
に
、そ
の

近
く
に
は
、
茶
色
で
小
形
の
キ

ノ
コ
③
が
二
十
個
ほ
ど
も
奇
麗

に
並
び
、
近
く
の
サ
ル
ス
べ
リ

の
木
に
は
、
花
と
実
が
一
杯
。

④
は
自
宅
の
赤
白
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
。

　

Ｔ
氏
に
よ
れ
ば
、
春
に
な
れ

ば
カ
ワ
ズ
ザ
ク
ラ
、
ノ
ザ
ク
ラ
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
が
咲
き
、

秋
に
な
れ
ば
ユ
ズ
が
い
っ
ぱ
い

な
っ
て
等
々
、
自
然
豊
か
な
庭

先
め
ぐ
り
の
お
話
し
で
、
心
豊

か
に
大
満
足
の
日
と
な
っ
た
。

　

で
も
こ
の
頃
は
、「
暑
さ
寒
さ

も
彼
岸
ま
で
」
の
言
葉
は
信
じ

ら
れ
な
く
て
、
彼
岸
過
ぎ
て
も

半
袖
で
す
む
し
、
TV
も
「
気
温

が
髙
く
な
る
か
ら
熱
中
症
に
気

を
つ
け
て
」
な
ん
て
放
映
し
て

い
た
。

　

と
こ
ろ
で
Ｔ
氏
宅
の
毒
キ
ノ

コ
を
、
も
う
少
し
詳
し
く
と
、

大
府
在
住
の
キ
ノ
コ
に
詳
し
い

女
性
に
聞
け
ば
、「
そ
の
名
は
オ

オ
シ
ロ
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ
で
、
有

毒
だ
か
ら
食
べ
な
い
で
ネ
」
と
。

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
三
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
三
八
）

原　
　
　
　

穣

穏やかな日々を願って

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　
　

天
勝
陶
房   

鈴
木　

勝 

さ
ん

　

自
称 

心
の
旅

人
の
鈴
木
さ
ん

は
、
方
円
館
で

の
個
展
の
た
め

北
海
道
か
ら
フ

ェ
リ
ー
で
、
本

州
に
や
っ
て
き

た
。
そ
し
て
常
滑
へ
。
出
会
っ
た
人
は
、
み
な

好
意
的
に
接
し
て
く
れ
る
と
、
喜
ん
で
い
る
。

常
滑
は
焼
き
物
の
産
地
な
の
で
、
み
な
の
目

は
肥
え
て
い
る
と
も
、
話
し
た
。
二
週
間
の
滞

在
予
定
と
い
う
こ
と
だ
。
軽
ワ
ゴ
ン
車
の
中
は
、

生
活
感
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
毛
布
、
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
…
と
、
夜
は
こ
の

ワ
ゴ
ン
車
が
家
と
な
る
。
千
利
休
が
狭
い
茶
室

に
求
め
た
無
限
の
空
間
を
車
内
に
求
め
て
い
る

の
か
な
、
と
い
う
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
感
覚
？
を

大
い
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

陶
芸
を
始
め
た
の
は
、
27
歳
の
時
だ
っ
た
。

萩
焼
の
窯
元
で
修
業
し
た
。
萩
焼
は
使
い
込
ん

で
い
く
と
、
色
彩
が
変
化
す
る
。
そ
れ
が
、
興

味
深
か
っ
た
、
と
い
う
。
安
定
し
た
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
辞
め
て
、
陶
芸
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
、

今
27
年
が
過
ぎ
た
。
自
分
の
性
格
を
石
橋
を
叩

い
て
渡
る
慎
重
な
人
間
だ
っ
た
と
、
話
す
。
こ

の
27
年
間
、
何
も
わ
か
ら
ず
に
、
今
を
精
一
杯

全
力
で
走
り
続
け
て
い
る
と
、
い
う
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
い
つ
も
運
が
よ
く
、
人
と
の
縁

が
あ
り
、
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
人
に
支

え
ら
れ
て
、
人
か
ら
重
み
の
あ
る
言
葉
を
も

ら
い
、
陶
芸
の

で
き
る
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
で
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
こ
と
に
感
謝

で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
人
そ

れ
ぞ
れ
、
積
み

重
ね
て
き
た
時
間
が
違
う
か
ら
、
出
会
い
は

面
白
い
と
、
い
う
。
気
取
ら
ず
、
あ
り
の
ま

ま
に
、
ま
っ
す
ぐ
な
純
粋
さ
を
感
じ
さ
せ
る

人
だ
。

　

焼
き
物
は
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
形
に
な

る
。
手
抜
き
を
し
た
ら
、
自
分
に
戻
っ
て
く
る
。

そ
れ
も
ま
た
自
分
自
身
と
、
思
う
。
だ
か
ら
、

や
り
が
い
が
あ
る
と
い
う
。
土
は
地
元
北
海

道
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
産

地
の
先
人
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
石
臼
で

砕
き
な
が
ら
。
そ
う
い
う
作
業
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
一
層
、
素
材
を
生
か
す
モ
ノ

づ
く
り
の
人
間
と
し
て
、
昔
の
物
を
只
、
写

す
の
で
は
な
く
、
今
と
い
う
時
代
を
表
現
し

て
い
き
た
い
と
思
う
と
、
話
す
。

　

い
つ
も
小
躍
り
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
美

し
い
も
の
を
作
陶
し
て
い
る
。
物
腰
が
柔
ら

か
く
、
作
品
を
見
て
い
て
も
楽
し
い
気
分
に

な
る
。
白
の
釉
薬
の
鉢
に
北
海
道
の
厳
し
い

冬
を
連
想
し
、
ぐ
い
呑
み
で
呑
む
熱
燗
で
暖

を
取
る
。
自
称
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
鈴
木
さ

ん
ら
し
い
な
ぁ
ー
と
、
思
う
。

　

趣
味
は
朝
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
ニ
ュ
ー
ス

を
観
る
こ
と
と
、
い
う
。
来
年
ま
た
、
常
滑
で
、

方
円
館
で
、
沢
山
の
人
に
会
え
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
、い
う
。　
　
（
赤
井 

伸
衣
）
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筒井莉
り お

央（8ヶ月）　常滑市井戸田町吉田真
ま こ と

虎人（5才）　虎
と う ま

生（7ヶ月）　愛
ま な と

虎（2才）　武豊町梨子ノ木

縮
絨
ウ
ー
ル
の
ベ
ス
ト

手
染
め
綿
の
パ
ン
ツ
な
ど

秋
冬
の
お
も
し
ろ
布
の
装
い
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〒470-2544 知多郡武豊町里中128-1
☎〈0569〉72-0160
営業時間/8時～17時　定休日/火・水曜

パート・アルバイトパート・アルバイト
《業務内容》

※詳しくお問い合わせは　　　　　　　まで あかい新聞店

募集

★セントレアへの配送業務
★早朝業務（配達等）
★夕刊を届ける人（要免許）
★集金をする人
★午前3時から出勤できる人

あかい新聞店

平成28年11月１日　（６）第 339 号


